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令和２年度「地域発！いいもの」募集要項 

 
  地域独自の伝統技能の後継者の育成の取組、地場産業の後継者育成の取組や独自
の技能検定の実施、産業集積地における後継者育成の取組等、地域で行われている
ものづくり産業振興、技能者育成等に役立つ特色ある取組や制度を広く募集します。 

  応募のあった取組が選定委員会で「地域発！いいもの」に選定されると厚生労働
省のホームページ、技能検定制度等のポータルサイトの「技のとびら」に掲載され
ます。併せて、「選定証」、副賞としての「楯」が贈呈されます。 

 
１ 実施主体 

厚生労働省の委託を受けた中央職業能力開発協会及び都道府県職業能力開発協会

等が、それぞれ中央技能振興センター及び地域技能振興コーナーを設置し、実施しま

す。 
 
２ 募集対象 

  以下のいずれかに該当する取組又は制度を募集します。 

(1) ものづくり産業に係る技能の振興に資するような地域における取組又は地域で  

制定した制度 

(2) ものづくり産業に係る技能者育成に資するような地域における取組又は地域で 

制定した制度 

(3) その他ものづくり産業の振興に資するような地域における取組又は地域で制定   

した制度 

※応募例 

・複数の企業が連携し､技能者の育成等を目的に地場産業に関する職種の競技会を開催している。 

・地方業界団体が独自の評価制度を立ち上げ、技能者の育成や地場産業の活性化に努めている。 

 ・地方業界団体が地域固有の伝統技能の継承・後継者育成のための技能講習などを行っている。 

過去に選定された事例については以下の URL で公表されています。 
URL: https://waza.mhlw.go.jp/iimono/sentei/ 

 
３ 応募要件・応募資格 

  上記「募集対象」に該当するもので、次の「応募要件」「応募資格」の全てを満 

 たしている必要があります。 

 (1) 応募要件 

  ① 応募申請書記入日現在において、現に実施している取組であること。 

  ② 取組内容を公表することが可能であること。 

  ③ 既に選定を受けている取組でないこと。 

(2) 応募資格  

 ① 応募取組を実施する国内で活動している企業・団体、地方公共団体、非営利活

動法人等であること。 

 ② 暴力団等に該当しない団体等であること。
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 ③ 以下の行為又は活動を行う団体等でないこと。 

  ア 犯罪若しくは犯罪に結び付く行為（活動）、またはそのおそれのある行為（活

動） 

  イ 公序良俗に反する行為（活動）、またはそのおそれのある行為（活動） 

  ウ その他、法律、法令若しくは条令に違反する行為（活動）、またはそのおそ

れのある行為（活動） 

 ④ 本制度の趣旨に鑑みて不適切と認められる事実がない団体等であること。 
 
４ 応募期限 

  令和２年１１月６日（金） 必着（※）
※:郵送の場合、応募者はその旨をコーナーに連絡すること。 

 
５ 応募方法 

次の書類を応募期限までに、応募者が所在する地域を管轄する地域技能振興コー

ナー（巻末参照）へご提出ください。 

 (1) 応募書類 

  ・「地域発！いいもの」応募申請書（募集要項 様式第１号）(※)  

  ・補足資料 

    
※ 本様式はポータルサイト「技のとびら」（https://waza.mhlw.go.jp/iimono/sentei/）から 

ダウンロードできます。 

 (2) 応募点数 

   「地域発！いいもの」応募申請書（様式第１号）１通につき１事例とし、何事例

でも応募は可能です。 

(3) 留意事項 
 ・応募に係る一切の費用は応募者の負担とし、応募書類は返却いたしません。 

 ・応募に当たっては、取組の具体的な様子が把握できる写真のデジタルデータ(3

点程度)をご提出ください。ご提出いただいたデータは選定された場合、報告発

表用資料やポータルサイト「技のとびら」に掲載いたします。また、必要に応じ

て応募申請書（様式第 1 号）の他に図面など補足資料を添付しても差し支えあ

りません。補足資料は、紙媒体・Ａ４版の任意の様式で、３枚程度の分量として

ください。 

 ・応募書類に用いる「写真」や「図」は、選定後、厚生労働省の報道発表、ポータ

ルサイト「技のとびら」に掲載され、また、報告書等への掲載など制度の周知、

広報等に使用いたしますので、肖像権や知的財産権等の関係法令に抵触しない

ものをご提出ください。 
 
６ 選定委員 

 委員会は、次の有識者等により構成されます。 

 なお、委員会開催日程の都合により、代理出席者による場合もあります。 

＜委員（敬称略）＞    

稲葉 康生  ジャーナリスト（元 毎日新聞 論説委員） 

隈 昭司   一般社団法人 共同通信社編集局 企画委員 兼論説委員  

塩田 泰仁  職業能力開発総合大学校 名誉教授 

   橋本 久義  政策研究大学院大学 名誉教授 

   佐合 達矢  内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局 参事官 

   釜石 英雄  厚生労働省 人材開発統括官付能力評価担当参事官 
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７ 選定方法 

  応募事例が、①新規性、②独創性、③先見性、④地域特性の活用、⑤他者による応 

用性、⑥取組の効果が現れているか否かを審査するとともに、各委員の有する知見に 

基づく観点から「地域発！いいもの」として選定するにふさわしい取組であるか否か 

を議論・検討し、選定します。 
 
８ 結果通知及び公表 

 (1) 中央技能振興センターから各都道府県の地域技能振興コーナーを通じて応募者  

宛てに選定結果を通知します。 

 (2) 選定された応募者には、地域技能振興コーナーを通じて「地域発！いいもの」

選定証及び楯を贈呈します。 

  (3) 選定された場合、厚生労働省の報道発表、ポータルサイト「技のとびら」

（https://waza.mhlw.go.jp/iimono/sentei/）などで公表されます。掲載スペースな

どの関係で応募申請書の文章表現等を一部修正して記載することもございますの

であらかじめご了承ください。 

 (4)ポータルサイト「技のとびら」においては、「地域発！いいもの」として選定され

た取組の内容（個人情報を除く。）を紹介し、事例が閲覧者からどのような評価を

受けているか分かるようカウントを表示します。 
 
９ その他 

  次の内容につき、ご了解ください。 

 (1) 「地域発！いいもの」応募に係る申請書類、写真、図表等は、「若年技能者人材

育成支援等事業」に係る報告書、周知、広報等に使用しますので、著作権法第２

７条及び第２８条に規定される権利を譲渡していただきます。 

また、著作人格権(公表権、氏名表示権、同一性保持権)については行使しない

ものとなります。ただし、認定者の方はホームページへの掲載などご自由に使用

できます。 

 (2)  申請内容に重大な誤りがあった場合、申請内容の虚偽が判明し、悪質と判断さ

れた場合その他中央技能振興センターが不適当と認めた場合は、認定が取り消さ

れます。 

 
１０ 個人情報の取扱い 

  収集した個人情報は、個人情報保護法に基づき、若年技能者人材育成支援等事業

の受託者が定めた規程等により適切に管理いたします。 
 
１１ 問合せ先 

   中央職業能力開発協会 

    (中央技能振興センター) 

   技能者育成支援室 育成支援課  

   TEL: 03-6708-2904/2905   FAX: 03-3365-2717 

   〒160-8327 東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿プライムスクエア 11Ｆ 

 

 



1 北海道技能振興ｺｰﾅｰ 003-0005 札幌市白石区東札幌５条１丁目1番２号　北海道立職業能力開発支援センター内 011-825-2387

2 青森県技能振興ｺｰﾅｰ 030-0122 青森市大字野尻字今田４３－１　青森県立青森高等技術専門校内　青森県職業能力開発協会内 017-738-5561

3 岩手県技能振興ｺｰﾅｰ 028-3615 紫波郡矢巾町南矢幅１０－３－１　岩手県立産業技術短期大学校内 019-613-4622

4 宮城県技能振興ｺｰﾅｰ 981-0916 仙台市青葉区青葉町１６－１ 022-727-5380

5 秋田県技能振興ｺｰﾅｰ 010-1601 秋田市向浜１－２－１　秋田県立秋田技術専門校　職業訓練センター内 018-874-7135

6 山形県技能振興ｺｰﾅｰ 990-2473 山形市松栄２－２－１ 023-645-3131

7 福島県技能振興ｺｰﾅｰ 960-8043 福島市中町８－２　福島県自治会館５Ｆ　福島県職業能力開発協会内 024-522-3677

8 茨城県技能振興ｺｰﾅｰ 310-0005 水戸市水府町８６４－４　茨城県職業人材育成センター内 029-221-8647

9 栃木県技能振興ｺｰﾅｰ 320-0032 宇都宮市昭和１－３－１０（県庁舎西別館） 028-612-3830

10 群馬県地域技能振興ｺｰﾅｰ 372-0801 伊勢崎市宮子町１２１１－１ 0270-23-7761

11 埼玉県地域技能振興ｺｰﾅｰ 330-0074 さいたま市浦和区北浦和５－６－５　埼玉県浦和合同庁舎５Ｆ 048-814-0011

12 千葉県技能振興ｺｰﾅｰ 261-0026 千葉市美浜区幕張西４－１－１０ 043-296-7860

13 東京都技能振興ｺｰﾅｰ 102-8113 千代田区飯田橋３－１０－３　東京しごとセンター７Ｆ  東京都職業能力開発協会内 03-5211-2357

14 かながわ技能振興ｺｰﾅｰ 231-0026 横浜市中区寿町１－４　かながわ労働プラザ６Ｆ 045-633-5403

15 新潟県技能振興ｺｰﾅｰ 950-0965 新潟市中央区新光町１５－２　新潟県公社総合ビル４Ｆ 025-283-2155

16 富山県技能振興ｺｰﾅｰ 930-0094 富山市安住町７－１８　安住町第一生命ビル３Ｆ 076-432-8870

17 石川県技能振興ｺｰﾅｰ 920-0862 金沢市芳斉１－１５－１５　石川県職業能力開発プラザ３Ｆ 076-254-6487

18 福井県地域技能振興ｺｰﾅｰ 910-0003 福井市松本３－１６－１０　福井県職員会館ビル内 0776-27-6360

19 山梨県技能振興ｺｰﾅｰ 400-0055 甲府市大津町２１３０－２ 055-243-4916

20 長野県技能振興ｺｰﾅｰ 380-0836 長野市大字南長野南県町６８８－２　長野県婦人会館３Ｆ 026-234-9080

21 岐阜県技能振興ｺｰﾅｰ 509-0109 各務原市テクノプラザ1-18　岐阜県人材開発支援センター内 058-379-0521

22 静岡県地域技能振興ｺｰﾅｰ 424-0881 静岡市清水区楠１６０ 054-344-0202

23 愛知県技能振興ｺｰﾅｰ 451-0062 名古屋市西区花の木1-4-4　メゾン花の木201 052-524-2075

24 三重県技能振興ｺｰﾅｰ 514-0006 津市広明町１１２－５　第３いけだビル４Ｆ 059-225-1817

25 滋賀県技能振興ｺｰﾅｰ 520-0865 大津市南郷５丁目２－１４ 077-537-1213

26 京都府技能振興ｺｰﾅｰ 612-8416 京都市伏見区竹田流池町１２１－３　京都府立京都高等技術専門校内 075-642-5075

27 大阪府技能振興ｺｰﾅｰ 550-0011 大阪市西区阿波座２－１－１　大阪本町西第一ビルディング６Ｆ 06-4394-7833

28 兵庫県技能振興ｺｰﾅｰ 650-0011 神戸市中央区下山手通６－３－３０　兵庫勤労福祉センター１Ｆ 078-371-2047

29 奈良県技能振興ｺｰﾅｰ 630-8213 奈良市登大路町３８－１　奈良県中小企業会館２Ｆ 0742-24-4127

30 和歌山県技能振興ｺｰﾅｰ 640-8272 和歌山市砂山南３丁目３番３８号　和歌山技能センター内 073-499-6484

31 鳥取県技能振興ｺｰﾅｰ 680-0845 鳥取市富安２丁目１５９　久本ビル５Ｆ 0857-30-0708

32 島根県技能振興ｺｰﾅｰ 690-0048 松江市西嫁島１－４－５　ＳＰビル２Ｆ 0852-61-0051

33 岡山県技能振興ｺｰﾅｰ 700-0824 岡山市北区内山下２－３－１０ 086-225-1580

34 広島県技能振興ｺｰﾅｰ 730-0052 広島市中区千田町３－７－４７　広島県情報プラザ５Ｆ 082-245-4020

35 山口県地域技能振興ｺｰﾅｰ 753-0051 山口市旭通り二丁目9-19　山口建設ビル３階 083-922-8646

36 徳島県技能振興ｺｰﾅｰ 770-8006 徳島市新浜町１－１－７ 088-662-1974

37 香川県地域技能振興ｺｰﾅｰ 761-8031 高松市郷東町５８７－１　地域職業訓練センター内（香川県職業能力開発協会内） 087-882-2910

38 愛媛県技能振興ｺｰﾅｰ 791-1101 松山市久米窪田町487-2 愛媛県産業技術研究所　管理棟2F 089-961-4077

39 高知県技能振興ｺｰﾅｰ 781-5101 高知市布師田３９９２－４　高知県立地域職業訓練センター内 088-846-2303

40 福岡県技能振興ｺｰﾅｰ 813-0044 福岡市東区千早５－３－１　福岡人材開発センター２Ｆ 092-681-2110

41 佐賀県技能振興ｺｰﾅｰ 840-0814 佐賀市成章町１－１５ 0952-24-6667

42 長崎県技能振興ｺｰﾅｰ 851-2127 西彼杵郡長与町高田郷５４７－２１　技能・技術向上支援センター内 095-883-1671

43 熊本県技能振興ｺｰﾅｰ 861-2202 上益城郡益城町田原２０８１－１０　電子応用機械技術研究所内 096-289-5015

44 大分県技能振興ｺｰﾅｰ 870-1141 大分市大字下宗方字古川１０３５－１　大分職業訓練センター内 097-542-6441

45 宮崎県技能振興ｺｰﾅｰ 889-2155 宮崎市学園木花台西２－４－３宮崎県技能検定センター内 0985-58-1570

46 鹿児島県技能振興ｺｰﾅｰ 892-0836 鹿児島市錦江町９－１４ 099-226-3240

47 沖縄県技能振興ｺｰﾅｰ 900-0036 那覇市西３－１４－１ 098-894-3231
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都道府県技能振興コーナー一覧

番号 都道府県コーナー名 郵便番号 所在地 電話番号



（様式第1号）

中央技能振興センター　殿

［記載上の留意事項］

１．応募者概要

（ふりがな）

 代表者氏名　※

 役職名　※

 所属　※

 ＦＡＸ番号　※

 URL

【応募上のご注意】

※地域技能振興コーナー記入欄

受付年月日 令和　　　　年　　　　月　　　　日

都道府県名

受付番号（２桁）

確認者名

備考

※中央技能振興センター記入欄

選定番号

備考

・応募者は募集要項の内容について了解、同意の上、ご応募ください。
・ご提出していただいた書類は返却いたしません。控えなどは応募者責任でご対応ください。
・応募申請書や補足資料に貼付する写真や図については、肖像権や知的財産権等の関係法令に抵触しないものをご
使用ください。
・応募に係る電話番号等の個人情報は、適切に管理し、「地域発！いいもの」の選定及び本事業から暴力団等を排除す
る目的以外には使用しません。

 企業・団体等の
概要

＜業種、業務概要等を記載＞

「地域発！いいもの」応募申請書

記入日：令和　　　年　　　月　　　日

 １．「募集要項」や後述の【応募上のご注意】に了解、同意の上、記載してください。
 ２．記入欄が足りない場合、様式は改変せず別紙を添付してください。
 ３．補足資料がある場合は､A4版の任意の様式として３枚程度までとしてください。
 ４．取組の具体的な様子が把握できる写真のデジタルデータ(３枚程度)をご提出ください。
 ５． 「写真」や「図」等をご使用いただき、分かりやすい説明に心掛けください。
 ６．「地域発！いいもの」に選定された取組については、非公開項目（※印）を除きポータルサイト「技のとびら」や資料
    等で公開します。

（ふりがな）

 企業・団体名

 所在地　

〒

 連絡担当名　※

 電話番号　※

 E-mail　※
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２．取組概要

(2) 実施開始年月

　　昭和・平成・令和　　　　　年　　　　月

　　　　有り

　　　　無し

　　　　有り

　　　　無し

(5)の補足資料：
（該当する□に✔
印等チェック）

＜選定委員会での選定や、選定後の事例紹介において使用する文章です。記入例及び昨年度の選定事例（※）におけ
る記載内容を参考に、活動内容の特徴や取組の効果が伝わるよう、分かりやすく簡潔に（３００文字程度で）ご記入下さ
い。＞
（※）厚生労働省における報道発表資料の別紙２をご参照ください。
　　　令和元年度「地域発！いいもの」に、６都県の企業・団体の取組を選定しました
　　　 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09488.html

(1) 取組名称

(3) 取組内容（概要）

＜選定委員会での選定や、選定後の事例紹介において使用する文章です。記入例及び昨年度の選定事例（※）におけ
る記載内容を参考に、活動内容の特徴や取組の効果が伝わるよう、分かりやすく簡潔に（１５０文字程度で）ご記入下さ
い。＞
（※）厚生労働省における報道発表資料の別紙２をご参照ください。
　　　令和元年度「地域発！いいもの」に、６都県の企業・団体の取組を選定しました。
　　　 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09488.html

(4) 取組内容（詳細）

＜選定委員会での選定や、選定後の事例紹介において使用する文章です。記入例及び昨年度の選定事例（※）におけ
る記載内容を参考に、活動内容の特徴や取組の効果が伝わるよう、分かりやすく簡潔に（４５０文字程度で）ご記入下さ
い。＞
（※）厚生労働省における報道発表資料の別紙２をご参照ください。
　　　令和元年度「地域発！いいもの」に、６都県の企業・団体の取組を選定しました。
　　　 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09488.html

(4)の補足資料：
（該当する□に✔
印等チェック）

(5) 取組のアピールポイント・特徴・取組の効果など
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３．暴力団等に該当しない旨の誓約書

　　応募にあたり、「誓約書」の内容を確認の上、□に✔印をご記入ください。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５） 　公序良俗に反する行為（活動）、又はそのおそれのある行為（活動）を行う者

（６） 　法律、法令若しくは条令に違反する行為（活動）、又はそのおそれのある行為（活動）を行う者

（７）

　暴力的な要求行為を行う者

　法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者

　取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為を行う者

　偽計又は威力を用いて本事業関係者等の業務を妨害する行為を行う者

　その他前各号に準ずる行為（活動）を行う者

２　応募者として不適当な行為（活動）をする者

誓　約　書

　当社（当団体）又は私は、下記１及び２のいずれにも該当しません。また、将来においても該当す
ることはありません。
　この誓約が虚偽であったとき、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっ
ても、異議は一切申し立てません。

記

１　応募者として不適当な者

　法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人である場合は役
員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事業所をいう。）の代表者、団体である場合は代表
者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行
為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ）
又は暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき

　役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的を
もって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき

　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるい
は積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき

　役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどしているとき

　役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき
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（様式第1号）

中央技能振興センター　殿

［記載上の留意事項］

１．応募者概要

ﾏﾙﾏﾙｼﾞｷﾞｮｳｷｮｳﾄﾞｳｸﾐｱｱｲ （ふりがな） ﾁｭｳｵｳﾀﾛｳ

 代表者氏名　※ 中央　太郎

 役職名　※ 理事長

中央　次郎  所属　※ 〇〇部

０００－０００－００００  ＦＡＸ番号　※ 111－111－1111

〇△〇＠javada.com  URL www.javada.com

【応募上のご注意】

※地域技能振興コーナー記入欄

受付年月日 令和　　　　年　　　　月　　　　日

都道府県名

受付番号（２桁）

確認者名

備考

※中央技能振興センター記入欄

選定番号

備考

 所在地　
〒000-0000
　東京都〇〇区○○１－１－１

 連絡担当名　※

 電話番号　※

 E-mail　※

 企業・団体等の
概要

＜業種、業務概要等を記載＞
１．組合員の取り扱う製品、その他の諸材料の共同購入及び○○工事の共同受注
２．〇〇に関する技能講習会の実施、技能検定試験等の各種講習会・セミナーの開催
３．〇〇の周知及び普及並びに後継者・人材育成を図るため、関係機関と連携した若年者向け
の「ものづくり体験教室」、「イベント」への参加等

・応募者は募集要項の内容について了解、同意の上、ご応募ください。
・ご提出していただいた書類は返却いたしません。控えなどは応募者責任でご対応ください。
・応募申請書や補足資料に貼付する写真や図については、肖像権や知的財産権等の関係法令に抵触しないものをご使
用ください。
・応募に係る電話番号等の個人情報は、適切に管理し、「地域発！いいもの」の選定及び本事業から暴力団等を排除す
る目的以外には使用しません。

 企業・団体名 〇〇事業協同組合

「地域発！いいもの」応募申請書(記入例)

記入日：令和２年〇月〇日

 １．「募集要項」や後述の【応募上のご注意】に了解、同意の上、記載してください。
 ２．記入欄が足りない場合、様式は改変せず別紙を添付してください。
 ３．補足資料がある場合は､A4版の任意の様式として３枚程度としてください。
 ４．取組の具体的な様子が把握できる写真のデジタルデータ(３枚程度)をご提出ください。
 ５． 「写真」や「図」等をご使用いただき、分かりやすい説明に心掛けください。
 ６．「地域発！いいもの」に選定された取組については、非公開項目（※印）を除きポータルサイト「技のとびら」や資料等
    で公開します。

（ふりがな）
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２．取組概要

(2) 実施開始年月

　　平成〇年〇月

　　　　有り

　　　　無し

　　　　有り

　　　　無し

1　事業所個別で行われてきた技能の伝承を組合で取り組むことにより、事業所間の交流が活発になり、組合全体の技能
のレベルアップと活性化に役立っている。
２　修復の調査が県の広報誌や新聞に紹介され、地域における伝統技能の県内へのＰＲに繋がった。また、組合内にお
ける技能伝承活動のモチベーションのアップにも繋がっている。
３　「〇〇マイスター」の選定を行うことにより、事業所別ではなく組合全体で技能を伝承していこうという意識が向上し、全
体のレベルアップに繋がっている。
４　工業高校生の指導を通じて、若者や学校関係者に技能のＰＲができた。毎年実技指導を行うなど継続的な活動に繋
がっている学校もあり、今後、業界への入職に繋がることが期待できる。
５　自治体や関係団体と協力して、ものづくり体験教室などの活動を通じて、多くの県民に今に伝わる伝統技能を周知広
報することができ、地域外の小中学校などから体験教室などの依頼がなされるようになった。

（記入上の注意事項）
１　技能伝承、技能向上、後継者育成などの取組主体として、技能振興の効果があった内容を記載してください。
２　事業の推進や周知広報などの結果として、広く技能の重要性をアピールできた内容があれば記載してください。取組
が都道府県紙や自治体の広報などに紹介された記事がありましたら、別紙として添付してください。
３　地域の伝統技能のＰＲ、地域貢献活動などを通じた地域貢献について記載してください。

(5)の補足資料：
（該当する□に✔
印等チェック）

（記入例）
１．地域内の事業者に対して、〇〇に関する伝統技能の継承のための技能講習会・セミナーの実施の実施
　　〇〇は、県の〇〇地区に江戸期から伝わる伝統技能である。各事業者が個別に技能伝承を行ってきたが、事業者の後継者不足、
入職者の減少などにより、従来の技能伝承に頼っていたのでは後継者の育成が難しくなってきていた。このため、組合全体で伝統的
な技能について講習会やセミナーを実施し、後継者育成の取組を進めている。現在、組合内における検定試験について検討を進めて
いる。

３．優れた技能を持つ者に対して、「〇〇マイスター」として後進の指導に当たる技能者として認定する。
　　組合内に検討委員会を設置し、講習会の講師になる「〇〇マイスター」に指定し、後進の指導に当たる者を確保するとともに、各種
の普及活動の実演なども行う講師として登録している。

（記入上の注意事項）
　取組内容のポイントに沿って、地域貢献、技能振興のうち、技能伝承、後継者育成、技能の周知・広報などできるだけ具体的に記
入してください。

(4)の補足資料：
（該当する□に✔
印等チェック）

(5) 取組のアピールポイント・特徴・取組の効果など

２．地域内の歴史的建造物などの修復や調査
    関係の自治体と連携して、伝統的な技能を活用して、歴史的建造物の修復に係る調査や修復などを行い、これらの活動を通じて、
地域貢献や地域における技能のPRを行っている。

４．工業高等学校における実技指導や技能の実演
　　県内の工業高等学校などと連携して、技能講習や技能体験を行い、入職者の確保、伝統技能の普及活動を行っている。

５．地域における普及活動
　　自治体、〇〇県職業能力開発協会と連携して、「ものづくり体験教室」への参加、各種手芸教室への講師の派遣など〇〇文化や技
能の周知と普及活動を行っている。

(4) 取組内容（詳細）

(1) 取組名称 〇〇の伝統技能の継承、後進技能者の育成

(3) 取組内容（概要）

（記入例）
１．地域内の事業者に対して、〇〇に関する伝統技能の継承のための技能講習会・セミナーを実施している。
２．関係自治体の要請を受けて、周辺地域における歴史的建造物の修復調査の実施に協力している。
３．優れた技能を持つ者に対して、「〇〇マイスター」として後進の指導に当たる技能者を認定する。
４．広く後継者の育成するため、将来後継者になり得る者の確保や普及のため、工業高等学校における実技指導や技能の実演を
行っている。
５．自治体等と連携して、「ものづくり体験教室」、各種手芸教室への講師の派遣などを行い、〇〇文化や技能の周知と普及活動を
行っている。
（記入上の注意事項）
　取組内容について、ポイントを３～５の大項目に整理して簡潔にご記入ください。地域貢献、技能振興の2つの内容を盛り込み、技
能振興は技能伝承、後継者育成、技能の周知・広報、などのポイントに分けてご記入ください。業界内や組合内の活動以外に、後継
者育成、一般への技能の周知や製品の周知などがあれば必ず記入してください。
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３．暴力団等に該当しない旨の誓約書

　　応募にあたり、「誓約書」の内容を確認の上、□に✔印をご記入ください。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５） 　公序良俗に反する行為（活動）、又はそのおそれのある行為（活動）を行う者

（６） 　法律、法令若しくは条令に違反する行為（活動）、又はそのおそれのある行為（活動）を行う者

（７） 　その他前各号に準ずる行為（活動）を行う者

　暴力的な要求行為を行う者

　法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者

　取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為を行う者

　偽計又は威力を用いて本事業関係者等の業務を妨害する行為を行う者

　役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどしているとき

　役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき

２　応募者として不適当な行為（活動）をする者

誓　約　書

　当社（当団体）又は私は、下記１及び２のいずれにも該当しません。また、将来においても該当する
ことはありません。
　この誓約が虚偽であったとき、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなって
も、異議は一切申し立てません。

記

１　応募者として不適当な者

　法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人である場合は役員
又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事業所をいう。）の代表者、団体である場合は代表者、
理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防
止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ）又は暴力
団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき

　役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもっ
て、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき

　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは
積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき
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（様式第２号）

「地域発！いいもの」　応募者名簿
1　／1　　枚

令和　　年　　　月　　　日 (センターへの提出日)

都道府県No：

技能振興コーナー 合計　　 0 　件

コーナー
整理番号 ※１ 企業・団体名 氏名 役職名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※２：中央技能振興センター使用欄です。

データ管理番号
(選定番号)　※２

受付年月日 取組名称
応募者情報

※１：地域技能振興コーナーで２桁の通し番号を記入してください。
　　　選定後はデータ管理番号の一部に使用しますので重複しないように注意してください。



（様式第３号）                                     

 

令和  年  月  日 

 

地域技能振興コーナー 

代表者   様 

 

中央技能振興センター長 

                      

                         

 

「地域発！いいもの」の選定結果の送付について 

 
 日頃より若年技能者人材育成支援等事業の業務運営に多大なご協力を賜り厚く御

礼申し上げます。 

さて、貴コーナーを通じて提出された「地域発！いいもの」の取組について、選定

委員会において審査した結果、下記のとおりとなりましたので、連絡いたします。 

つきましては、貴コーナーから応募者の方々に対し別添の選定結果を送付していた

だきますとともに、選定証及び楯をお渡しいただきますようお願い申し上げます。 

なお、選定証及び楯は追って送付いたします。 

   

 

 

記 

 

受付番号 取組名称 企業・団体名 選定結果 

    

    

    

 

 

         【問合せ先】          

             中央職業能力開発協会       

           (中央技能振興センター) 

TEL：03-6758-2904/2905 

FAX：03-3365-2717 

E-mail：waka@javada.or.jp  

〒 160-8327  

東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿ﾌﾟﾗｲﾑｽｸｴｱ 11 階 

mailto:waka@javada.or.jp


（様式第４号）                                     

 

令和  年  月  日 

 

（応募者名） 様 

 

                          中央技能振興センター長 

 

「地域発！いいもの」選定結果について 

 

 令和  年  月  日付「地域発！いいもの」応援にご応募いただいた下記の取

組については、選定委員会において審査した結果、「地域発！いいもの」に選定され

ましたので、通知いたします。 

 

記 

 取組の名称 

 ○○○○○○○○ 

 

 



（様式第５号）                                     

 

令和  年  月  日 

 

（応募者名） 様 

 

                          中央技能振興センター長 

 

「地域発！いいもの」選定結果について 

 

 令和  年  月  日付「地域発！いいもの」応援にご応募いただいた下記の取

組については、選定委員会において審査した結果、「地域発！いいもの」に選定され

ませんでしたので、通知いたします。 

 

 

記 

取組の名称 

 ○○○○○○○○ 

 



（様式第６号） 

令和２年度「地域発！いいもの」 

選 定 証 
 

団体名 
 

貴団体（又は貴方）が取り組まれて

いる「○○（活動名）」は地域にお

ける技能振興、技能尊重機運の醸成

に寄与し地域の活性化に資するもの

であると認められるためここに「地

域発！いいもの」として選定いたし

ます 
 

 

令和○年○月○日 

 

 

厚生労働省 人材開発統括官 

          （人材開発統括官名） 

「地域発！いいもの」選定委員会 

           座 長 塩田 泰仁 


